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【改訂】第 1 版（2010-08-11）
【科目】流体力学
【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】選択　【学期・単位数】後期・2 単位
【対象学科・専攻】生産システム工学専攻・1 年次
【担当教員】

石間 経章

【授業目標・教育方針】
・熱と流れの移動について、その計測方法とそれぞれの計測方法の特徴を把握する。
・自分で実験をやるような場合に、計測器の正しい選定を行えるような知識を身につける。
・熱と流れの数値シミュレーションの基礎的な知識を身につける。
・実験と数値シミュレーションの利点欠点を理解した上で研究を進めることができる。

【授業概要】
本科目の総時間数はは 22.5 時間である。
流体運動を計測するための装置について、ピトー管、熱線流速計、レーザドップラ流速計などの紹介を行う。さらに、
それらを応用した計器や計測結果の特徴などを説明する。熱（温度）の計測についても同様に各種機器の特徴を説明
する。さらに数値シミュレーションの考え方、モデルのあり方などについて学ぶ。

【教科書・教材・参考書 等】
なし。必要によりプリントを配る。

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
特になし。

【成績評価方法】
［後期］中間試験：25%，期末試験：25%

【本校の学習・教育目標】
◎ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．

【授業計画】（授業名：流体力学）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 ガイダンスと流れについての話
第 2 ～ 6 回 流れの計測器：ピトー管、熱線流速計、レーザドップ

ラ流速計、応用計測について
第 7 ～ 8 回 流れの評価方法、乱流の評価方法について
第 9 ～ 10 回 熱の計測器：熱の考えと一般的な温度計、熱電対、放

射温度計など
第 11 ～ 15 回 数値シミュレーション：基礎、考え方、基礎式、実際

の作業について
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